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    本委員会に付託の請願を審査した結果、別紙のとおり決定したから、 

会議規則第９１条第１項の規定により報告します。 
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○議会運営委員会 
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７ ５.９.12 「健康保険証の

存続を求める」

請願 

 

菅沢 裕明 

井加田まり 

岡﨑 信也 

火爪 弘子 

富山市豊田

町1-1-70 

富山県民主

医療機関連

合会 

会長 

岩城 光造 

外９名 

【請願主旨】 

 県民のいのちと健康をまもる

ためにご奮闘いただいているこ

とに敬意を表します。 

 マイナンバーカードをめぐる

問題が続出するなか、マイナン

バー法等改正案が６月２日の参

議院本会議で可決、成立しまし

た。 

 マイナンバーカード取得は

「任意」とされてきたにも関わ

らず、健康保険証と一体化させ

ることによって、マイナンバー

カードの利用を国民に強制する

ことにつながる重大な方針転換

です。充分な審議が尽くされた

とは到底思われません。 

 法案の可決後も、マイナンバ

ーカードの誤交付や別人への紐

づけなどの誤登録、医療機関に

設置されている資格確認証機器

のトラブルなど、生命や個人情

報に関わる問題が連日のように

報道されています。 

 国会審議を通じて、障害者や

認知症の方、高齢者など、社会

的弱者とされる人たちが、マイ

ナンバーカードの手続き・取得・

管理ができず、制度的に「健康

保険証を持てない人」にされか

ねない重大問題が次々と明らか

になりました。障害者のカード

取得をめぐっては、申請した際

に「背後に車いすのヘッドレス

トが写っていたので却下され

た」「病気のため黒目がない人

でも、黒目が写っていないので

却下された」などの事例が報告

されています。また、全国保険

医団体連合会が行った健康保険

証廃止に伴う高齢者施設等への

不採択 
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影響調査（回答数1219施設）に

よると、９割以上の施設で「利

用者のマイナンバーカードの管

理ができない」と回答していま

す。 

 健康保険証廃止に対する反対

の世論が高まるなか、新聞各紙

も社説等で「健康保険証廃止、

見直しは今からでも遅くない」

など、政府の強引なやり方を批

判しています。共同通信社が６

月17、18両日で実施した世論調

査によると、延期や撤回を求め

る声が計72.1％に上ったと報道

されています。患者・国民は健

康保険証を廃止しマイナンバー

カードに一本化することを求め

ていません。 

 健康保険証を廃止すれば、膨

大な数の「健康保険証を持てな

い人」が生まれ、保険料を払っ

ていても保険診療を受けられな

い人が続出することになり、国

民皆保険制度の根幹を破壊する

重大問題に発展しかねません。

政府の冷静な判断が求められて

います。 

 以上の趣旨から、下記事項に

つき、地方自治法第99条にもと

づく国に対する意見書を決議し

ていただけるよう請願いたしま

す。 

 

【請願項目】 

１．現行の健康保険証の存続を

求めること 

 

 

 

 


